
令和６年度卒業生進路決定状況 令和７年３月１９日現在

詳しい進路先は裏面にあるので是非確認してください。今年度卒業生の進路の特徴は次のとおりです。
(1)大学･短大
ここ最近は総合型で受験する生徒がとても多いです。しかし、総合型は面接、グループディスカッション、
レポート、プレゼンテーション等、学校によって形態が異なることが多く、その内容も多岐にわたります。早
めに志望校を決め、しっかりと情報収集をした生徒がやはり強いです。また、東北学院大学へは３年連
続で一般入試での合格者が出ました。たとえ最初の総合型で不合格となっても諦めず、総合型の二期
や一般試験まで粘り、希望を叶える生徒もいました。受験形態については、以下のとおりです。
大学 …… 学校推薦型:７名、公募推薦：１名、総合型:２名
短大 …… 学校推薦型:６名

先にも述べたとおり、学校推薦型や総合型での受験が多い傾向にあります。また、最近は志望理由や、
エントリーシート等をA4サイズで１～４枚みっちり記入する学校が増えており、そこで苦労する生徒の姿
も多く見られました。やはり早めに進路の方向性を固め、将来の志望に沿った学校のオープンキャンパス
などに参加して、しっかりと情報収集をしながら準備を進めることが大切です。

(2)看護専門学校
受験形態については、以下のとおりです。
一般：１名、公募推薦型：１名

まだまだ看護専門学校の希望者は多く、入試は厳しいです。一般入試までしっかりと視野に入れ、模試
も活用して準備をしましょう。試験内容にグループディスカッションを導入する学校も増えています。

(3)専門学校
今年度も進学の中では専門学校を希望する生徒が比較的多い傾向にありました。そして、入試形態とし
てはAO入試、学校推薦型が多く、合格の決まる時期が早いのが特徴です。また、多くの生徒が学費免
除の試験にも挑戦しています。やはり早めにオープンキャンパスに参加し、しっかりと学校を選択すること
が大切です。その際は、専門学校のみではなく、大学・短大等も含めて検討してください。

(4)民間就職
今年度の卒業生は、例年並みの２割ほどが就職を選択しました。県内では製造系の企業をはじめ、人手
不足が続いています。就職希望者には追い風だといえます。しかし、誰でも取ってもらえる訳ではありま
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せん。企業から求められる人材になることが必要です。自分の適性をしっかり把握し、コミュニケーション
能力や基礎的な学力、前向きに物事に取り組む姿勢などをしっかりと身に付けていってください。

(5)公務員
やはり一番競争が激しいのが、公務員です。職種によっては20倍を超えたものもあります。近年は特に
消防が厳しい傾向にあります。その中でも、今年度は登米市１名、登米市消防１名が内定をいただくこと
ができました。しかし、希望をかなえられずに再挑戦する人や民間就職や進学に切り替えた人もいます。
「どんなに努力しても叶わないこともある…」のが公務員です。

◎在校生の皆さんは、第３回進路を考える日の「先輩に聞く」で、リアルな話をたくさん聞き、多くの人が自分
の進路について考えるきっかけをもらったはずです。そのままにせず、活かしてください。先輩のキャリア選択
については進路閲覧室にキャリア探究ワークシートがありますので、是非参考にしてみて下さい。そして、進学
・就職どちらにおいても志望動機・面接対策は必須です。志望動機も面接も、必要な材料は自分の経験で
す。学習・部活動に限らず、視野を広く持って高校３年間で多くのことを経験してほしいと思います。


